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 新型コロナウイルス感染症拡大の防止対策として「緊急事態宣言」が発せられ、
不要不急の外出自粛や在宅勤務へのシフトが呼びかけられるなか、軒並み鉄道利用
者が激減し、ＪＲ各社の経営状況はより厳しさを増している。 
しかし、公共交通の安全輸送を担う仲間たちは、新型コロナウイルスの感染への

不安を抱えながらも、ソーシャルワーカーとしての使命を果たし、日々の安全・安
定輸送に全力を挙げている。感染への不安は、現場で働く仲間にとどまらない。そ
の不安は家族にも及んでいることを見逃すことはできない。 
 
春闘のなかで、ＪＲ東海労は３月19日に２．９５カ月で妥結！（６月30日支給）

ＪＲ西労は ３月17日に２．６９カ月で妥結！（６月30日支給） 
 
 ＪＲ貨物労組は５月14日に「基準内賃金×２．９カ月」で要求書を提出！ 
        回答指定日６月12日 支払予定日 ７月７日 
 
 ＪＲ東労組は５月 15 日に「基準内賃金の３．０カ月」と「新型コロナウイルス
感染症対応に対する特別手当として、全従業員（出向者含む）対象に一律５万円を
支給」で要求書を提出。 

回答指定日６月12日 支払予定日 ６月30日 
 
 今後は、ＪＲ北海道労組や５連協の各単組も要求書を提出する予定。 

 
 

 

 

労働組合として、組合員の苦労に報いるため、将来不安のない安心して働
ける結果を勝ち取るために、全力で交渉を推し進めよう！ 

 


